
DOHaD（ドーハッド）説・・・胎児期からの予防医学 

 

DOHaD とは Developmental Origins of Health and Disease の略で『将来の 

健康や病気へのかかりやすさは、胎児期や生後早期の環境の影響を強く受けて

決定される』という考え方のことです。一般に病気へのかかりやすさは、遺伝や

環境の影響を受けると考えられています。一方、DOHaD 説は母親の胎内にい

る時期や出生直後の栄養状態や環境が、将来的な生活習慣病などの発症リスク

に影響するという考え方です。 

イギリスの Barker 博士の研究で、出生体重が軽い子供は成人になって生活 

習慣病になりやすいという結果が示され、『胎児期に栄養が不足すると、成人し

てから生活習慣病にかかりやすい』という Barker 仮説が提唱されました。この

仮説を発展させた概念が DOHaD 説になります。 

例えば、お母さんが栄養不足の状態にあると、お腹にいる赤ちゃんは出生後も

栄養が不足する環境が続くと判断し、限られたエネルギーを効率よく利用でき

る体質に発達します。その状況で生まれた赤ちゃんが十分な栄養を摂取できる

環境に晒されると、胎児期とのギャップから将来的な肥満や生活習慣病につな

がってしまいます。 

日本では、痩せている方が美容的であると考える方も多く、極端な痩せ願望や

栄養不足も珍しくありません。しかし、低栄養は本人の健康のみならず、将来の

世代の健康にも悪い影響を及ぼしかねないのです。将来にわたって健康的な社

会をつくるために、適正な食生活や運動生活ができるようになるとよいですね。 

ただし、世の中には色々な体質や考え方を持った方が存在します。他人の価値

観や体質を批判する態度は好ましくありません。また、妊娠中はつわりなどで思

うように食事が摂れないことも多いです。無理に食べさせるということもあっ

てはなりません。さらに言えば、赤ちゃんの出生体重はお母さんの栄養状態以外

の影響も大きく受けます。頑張って赤ちゃんを育ててくれているお母さんに 

プレッシャーをかけるようなことはしないであげてください。「痩せすぎはよく

ないんだ。ちょっと注意してみようかな。」ぐらいの気持ちで読んでいただけた

ら幸いです。 

                    【産婦人科診療部長 諏訪 裕人】 

 
 


